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＜様式２＞ 

かわまちづくりの概要 

１．市町村等の概要 

① 都道府県名 愛知県 

② 市町村名 一宮市 

③ 人口 375,827 人（令和 7年 4月 1日時点） 

④ 面積 113.82km2 

２．河川の概要 

① これまで実施済みの関連施策    

一宮市は名古屋市から 10分と利便性が高く、県内 4番の人口 38 万人を有する市である。

一宮市にとって木曽川は産業・文化・定住の核になる資源であり、市は将来都市像の中心に

木曽川を据え、まちと自然が交わるトカイナカのまちづくりをすすめてきた。木曽川の水辺

は、市民の日常を豊かにし交流の拠点となるポテンシャルがあり、市の北部地区では、一宮

北部かわまち事業で国営木曽三川公園と一体になった整備を行った後、市最大の観光入込客

数となる観光拠点として市の賑わい、交流促進に大いに貢献している。5 月に開催されてい

るいちのみやリバーサイドフェスティバルは 14.0 万人の入場者数がある。(2023 年観光入込

客統計) 

・一宮北部地区かわまちづくり（木曽川水系木曽川、一宮市北部地区、H21～25） 

 実施場所：木曽川水系 木曽川・南派川 一宮市（39.5k～46.8ｋ）北部地区 

 施策目的：河川利用の推進 

 事業期間：H21～H25 

登録年度：H21 かわまちづくり登録 

 事業主体：国、一宮市 

 整備内容：堤防（国）、親水護岸（国）、高水敷整備（国）、散策路等整備（市） 

 関連 URL： 
https://www.mlit.go.jp/river/kankyo/main/kankyou/machizukuri/map/chubu/ichinomiya.html 

いちのみやリバーサイドフェスティバル 

② 市民や民間事業者による河川利活用状況 

一宮市西部にある西中野渡船は木曽川最後の渡船である。しかし 2025 年に新濃尾大橋の開

通に伴い廃止が予定されており、地域の人々は、渡船文化の存続のための舟運学習などの取

組や舟運文化の保全に向けた活動、要望を行ってきた。また、冨田山公園と河川敷でおこな

われる一宮市びさい夏まつりは起水天宮祭に由来する由緒ある夏祭りであり、各種事情によ

る規模縮小などに耐え地域の商工会等の尽力により続けられている。また、一宮市西部地区

では、水辺とまちが一体となった美しい景観と、新しいにぎわいを生み出すムーブメントを

起こすことをめざしミズベリング 138 が 2017 年から立ち上がり、冨田山公園を中心に、市民、

行政、民間企業が様々な取組を継続している。 
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・地域のイベント 

 事業期間：西中野渡船舟運学習 6月、一宮市びさい夏まつり 8月、かしのきフェスティバ

ル 11月 

 事業主体：尾西商工会、一宮市、地元自治会 

 関連 URL：https://www.138ss.com/event/detail/8/

・ミズベリング 138 

 事業期間：環境学習（木曽川ミズベの勇者たち）、サイクリングイベント、 

 キッチンカー、キャンプイベントなど各種イベントを冨田山公園と連動して通年実施 

 事業主体：一宮市、ミズベリング 138 

 関連 URL：https://www.facebook.com/mizbering138/?locale=ja_JP

SAUNA&BBQ トミダヤマビーチキャンプ
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３．かわまちづくりの方針 

① 地域における課題、必要性 

 一宮西部地区の中でも起から冨田山公園にかけた水辺は、かつて木曽川と冨田山公園を楽

しむ人々が大勢集まっていた。しかし 1976 年の木曽川大堰の稼働による湛水、近年の河床の

固定化及び樹林化等により砂州が減少し、河川に安全に近づける空間が減り、親水機能は低

下し、いつしか川に人が集まらなくなった。冨田山公園も宿泊施設やプール等が老朽化し集

客力は低下していった。しかし、今でも冨田山公園に隣接する河川区域で 19.9 万人、公園区

域で 9.8 万人と年間約 30万人の利用がある。 

 一宮市では、冨田山公園の老朽化した宿泊施設を解体し民間資本を導入して、グランピン

グ・バーベキュー施設が 2022 年にオープンし、SNSを活用し広域から若い世代を集客しつつ

ある。さらに、2025 年から老朽化したプールを解体し新公園を整備するとともに、民間資本

を導入した新機能導入を目指している。 

 しかし、交通利便性が悪く、近隣に大規模な市街地のない冨田山公園では、立ち寄り客だ

けでの活性化は難しく、かつてと同じく「楽しいからここに来たい」と思わせる魅力ある親

水空間が不可欠である。新公園と民間施設のオープン、また舟運文化を伝えてきた西中野渡

船の廃止（2025 年度予定）から時間を置かずにかわまちづくりにより木曽川の親水機能を高

め、水辺と公園をあわせた木曽川の魅力とにぎわいの再生を目指す。 
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② 市町村の地域計画や沿川地域のまちづくりの中での河川の位置づけ 

・一宮市では地域整備構想である「一宮市総合計画」において、将来都市像を「木曽川の清

流に映え、心ふれあう躍動都市」と定めている。また「一宮市都市計画マスタープラン」

において、木曽川、公園・緑地、社寺林などを結ぶ良好な自然環境を有するネットワーク

の形成が位置付けられている。関連施策として「一宮市緑の基本計画」において、木曽川

沿川の冨田山公園の Park-PFI による多様なニーズに沿った都市公園の再整備が上げられ

ているとともに、「一宮市デジタル田園都市構想総合戦略」では、自然と親しめる木曽川

沿川の整備や、木曽川沿川の自然を生かした各種イベントやミズベリング 138 より自然環

境の豊かさなどをアピールし、人が集まる魅力的な街をつくることが目標として掲げられ

ている。 

・「冨田山公園再整備事業」では、『豊かな自然環境の中で多様な活動の場をはぐくむ、木曽

川と地域をつなぐ公園』というコンセプトのもと、Park-PFI 制度を用いた民間活力を導入

した施設の整備運営が計画され、整備内容及び事業手法が検討されている。 

・これらの上位計画・関連計画をうけて、木曽川を活かしたまちづくりを具体的に進めるた

めの計画として、一宮西部地区かわまちづくり基本計画を策定する。 
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・第 7次一宮市総合後期基本計画（R5年策定） 

一宮市総合計画基本構想では、将来都市像を「木曽川の清流に映え、心ふれあう躍動都

市 一宮」と定めている。2018 年に開始となった第７次一宮市総合計画では、一宮市の都

市将来像の実現に向けた施策として、「環境教育の推進」、「水と緑を活かしたまちづくり」、

「訪れたいまち、交流が盛んなまちづくり」等を掲げている。2023 年に開始となった第７

次一宮市総合計画後期基本計画（2027 年度目標）では、かわまちづくりの関連施策として

「施策９ 水と緑を活かしたまちをつくります」があげられ、水辺空間を活用したイベン

トの参加者数や施設の利用者数の目標数値が設定されている。 

 該当箇所：42 ページから 43ページ 

 掲載 URL： 
https://www.city.ichinomiya.aichi.jp/sougouseisaku/seisaku/1044355/1000458/1022818/index.html

・一宮市都市計画マスタープラン（R2年策定） 

 2020 年に改定された一宮市都市計画マスタープランでは、木曽川、公園・緑地、社寺林

などを結ぶ良好な自然環境を有するネットワークの形成が、将来都市構造の方針の一つと

して掲げられている。 

・ミズベリング 138 の推進などかわまちづくりの関連した施策の部門別の方針として計画さ

れている。 

 該当箇所：15 ページ 3～8行目、19 ページ 3～6行目 

 掲載 URL： 
https://www.city.ichinomiya.aichi.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/035/279/202403_02.pdf 
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・一宮市デジタル田園都市構想総合戦略（R6 年策定） 

 該当箇所：58 ページ 7行目、20～21 行目 

 掲載 URL： 
https://www.city.ichinomiya.aichi.jp/sougouseisaku/seisaku/1044355/1010163/1061116.html

 一宮市では 2024 年に下記を地域ビジョンに掲げたデジタル田園都市構想総合戦略を策

定し、その中で冨田山公園をはじめとした木曽川河川敷をにぎわい拠点として整備するこ

とや、木曽川沿川の自然を生かした各種イベントやミズベリング 138 を用いた魅力ある集

客イベントの開催を位置づけている。 
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④ 地域活性化や賑わいあるまちづくりに資する定量的目標 

・令和 2年時点の当該地区の河川区域の利用者数は、水辺の国勢調査によると 19.9 万人であ

る。令和 6 年に実施した一宮市市民アンケートでは、冨田山公園と周辺河川区域の利用者

は、かわまちづくりの整備により概ね訪問頻度を 2 倍増やすと回答している。そこで目標

値を以下のとおり 4 万人増として設定し、ソフト施策、ハード施策により、この目標を達

成する。 

まちづくりに資する定量的目標 

指標 従前値 目標値 設定の考え方・測定方法等 

河川区域

の利用者 

199,000 人 

（R2 年） 

239,000 人 

（R12 年） 

・水辺の国勢調査による木曽川左岸 31.0～33.0k の利用者

から測定する。 

・かわまちづくりにより、日常利用や冨田山公園からの移

動が増え、散策を中心とした利用者の訪問頻度が現在よ

り 2倍になると設定する。訪問頻度の増加は市民アンケ

ートより設定する。 

市民が対

象区間を

楽しいと

認知する

割合 

10% 

（R6 年） 

20% 

（R12 年） 

・一宮市民対象のアンケートから、市民が冨田山公園と周

辺の水辺が楽しいと考える割合を現況の 10％から 20％

に増やすことを目標とする。 

・目標の設定は類似の河川沿いの公園（大野極楽寺公園）

に対する市民の認知度を参照に設定する。 
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当該地区（木曽川左岸 31.0～33.0k）の利用者数とかわまちによる集客目標 

水面・水際 堤防
スポーツ 散策・その他 水遊びその他 散策・その他
159,288 28,637 123 11,311 199,359 199,000
159,288 57,274 246 22,622 239,430 239,000

0 28,637 123 11,311 40,071 40,000

改め 集計期間

現状 2020年

目標 2030年開業直後

増加

合計高水敷

かわまちづくり整備による訪問頻度の変化（市民アンケートより） 

 かわまちによる集客の目標増 40,000 人は日常利用者を対象とすることとし、日常づかいを

対象としたソフト・ハード施策により実現するものとする。特に親水空間と高水敷で日常を

楽しく、交流を促進するコンテンツを推進、整備することで河川空間の来訪者の訪問を促し、

さらに河川空間から冨田山公園との移動により相互の価値を高めることを目指す。  

→かわまち施策による日常利用者増 合計 40,500 人→約 40,000 人



11 

・水辺のイベントの開催による集客は到達目標の追加として位置付ける。冨田山公園やミズ

ベリング１３８の類似イベント、協議会の意見から以下の通りを目指す。 

・集客目標はかわまちづくり協議会内で、協議会委員である公園内の民間施設運営者、イベ

ント企画者等と重点的に議論し、また市内の類似事例を参照し検証した。以下協議会意見

を抜粋する。 

４．推進体制・取組内容 

① 協議会、運営組織等の体制 

・かわまちづくり計画の検討にあたり、市役所内 WS でアイデア案を作成したのち、一宮西部

地区かわまちづくり協議会を開催し検討をおこなった。協議会は地元自治会、冨田山公園

で活動する市民団体や企業、サイクリング及び舟運関係、一宮市をメンバーとし、河川管

理者をオブザーバーとして迎え、かわまちづくりにむけた課題、基本理念から、ハード整

備、目標等について議論し、一宮西部地区かわまちづくり基本計画（素案）を作成した。

また委員とともに社会実験を行い実現性の検証を行った（その他特筆すべき事項に記載）。 

関係者との連携・調整の場となる組織と委員構成 

名称 分野 団体名 

一宮西部地区 

かわまちづくり協議会 

地域住民 朝日連区（地元自治会） 

地域住民 大徳連区（地元自治会） 

利活用 タキドキ 

利活用 TOKINTOKIN 

民間事業者 ウッドデザインパーク（株） 

団体活動 尾張トライアスロンクラブ 事務局長 

商工・環境 （一社）全国小型船舶教習所連合会中部支部 

生態系他 木曽川水系イタセンパラ保護協議会一宮市活力創造部博物館 

事務局 一宮市まちづくり部  

河川管理者 木曽川上流河川事務所（オブザーバー） 

・ ウッドデザインパークの西側の敷地については現在利用していないが、再整備によって

ウッドデザインパークの西側に魅力があるのであれば、連携することで 2,000 人程度（施

設利用の 1/5）の利用者を見込めるのではないか。その結果ウッドデザインパークの利用

者の増加にもつながると考える。（民間施設運営者） 

・ 公園施設の利用者のうち 10 人に 1 人が河川敷に来てくれると想定している （民間施設

運営者）」 

・ 過去ランニング・マラソン大会の集客は 2,000～3,000 人程度だった。他の市と比べて少

ない。走れる環境があるのに、もったいない。（トライアスロンクラブ事務局長） 

・ 一昨年の冨田山公園でのイベント（犬マルシェ）は一日 500～600 人参加。（イベント企

画者） 
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かわまちづくり協議会の開催経緯 

協議会 日程 主な議題 

第 1回 令和 6年 3月 19 日
一宮西部地区における課題、協議会の目標、進め方、かわまちづくり計画立

案の骨子

第 2回 令和 6年 6月 6日
かわまちづくりの基本理念・基本方針について 

かわまちづくりの取組内容、かわまちづくりでめざす目標

第 3回 令和 6年 9月 11 日
水辺拠点に必要な設備と考慮すべき観点、特に安全性について、地域で運営

するために必要な推進体制、現地での安全確認

第 4回 令和 6年 11 月 18 日
訪問者数の増加に関する取組、特に日常利用者の増加にむけて、認知度向上

の取組について

・協議会では、まず地域活性化にむけたまち・かわ双方の課題について整理し、交流する場

が少ないこと、特に若い世代の地域への興味が薄いことがまちの課題としてあげられた。

しかしそれぞれの世代で、木曽川に関する思いを大切にしていた。そこで 10 年後の実現し

たい利活用のイメージを作成したうえで、理念、取組方針、取組内容、ソフト施策、ハー

ド施策を検討していった。以下、協議会での代表的な意見の抜粋と取組内容への反映の対

応、作成したイメージ図を示す。 
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・かわまちづくり登録後はかわまちづくり協議会を母体に「FUNFAN の会」を立ち上げる。参

加者は現協議会を中心に、河川区域の活用を検討する事業者（イベント、官民連携施設、

関係事業者）、クリエーター、市民有志等を想定する。 

運営組織等の体制（図） 

② 地域活性化や賑わいあるまちづくりに資する多様な関係者との連携・取組内容 

・FUNFAN の会の内部で都市・地域再生等利用区域等指定協議会を組織し、都市・地域再生等

利用区域の検討を行う。 

・当該区域で経済活動を行う事業者やイベントの企画者、冨田山公園内の事業者は FUNFAN

の会に加入し、理念を共有してともに木曽川を発展させることとする。特区利用に関して

は、利用を補助する手引き等は作成する。 

・将来的に、持続的な運営をめざし、都市・地域再生等利用区域の運営、かわまちエリア及

び冨田山公園全体のマネジメント・維持管理行う指定管理等の導入を目指す。 

・楽しみながら FAN を増やし、緩やかな広がりを作るとともに、固定客（FAN）を増やすこと

を目的に KISOGAWA FAN CLUB を立ち上げる。 

・冨田山は公園とかわまちづくりのわかりやすい HP の作成、市の広報誌やミニコミ誌などの

活用により市民周知を図るとともに、SNS（インスタ）の活用とインスタグラマーとの連携

により市内外への周知を図る。 
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５．安全な河川利用に向けた取組 

・河川利用者の安全確保に向けて、以下の者が、運営組織のメンバーに参画し、安全面での

指導及び安全確保を行う体制を構築することを目指し一宮市が中心となって人材育成を行

う。 

1) 水辺の体験活動に関する指導者（川に学ぶ体験活動協議会川の指導者認定者 等） 

６．都市・地域再生等利用区域の指定に関する取組 

・冨田山公園の堤防上と高水敷では、民間事業者によるオープンカフェの設置、マルシェの

開催、ドッグラン運営、ライブイベント開催等の利用を想定しているため、河川占用敷地

許可準則第 22条に基づく都市・地域再生等利用区域の指定に向けて、一宮市、民間事業者、

河川管理者等からなる協議会を開催し、社会実験の実施を通じて、課題を明らかにしなが

ら、河川敷地を利用する区域、施設、主体、期間について地域の合意形成を図る。 

・都市・地域再生等利用区域の指定範囲はかわまち申請区域の河川区域に加え、渡船利用に

よる水面利用も想定して市域の水面を指定することを想定する。 

・指定にあたっては、利用者向けの手引きを作成し、利用者が他の許認可もまとめて確認で

きるようにする。 

都市・地域再生等利用区域の範囲（案） 
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７．生物の生息・生育・繁殖の場の保全・創出に関する取組 

・木曽川では、稀少な動植物の生息の場となっているワンドの減少が課題となっている。当

該地区では親水護岸の整備にあたっては、ワンドから一定の距離をおき整備することで、

生態系への影響を減らし、保全を図るとともに、階段形状の親水護岸を整備し、砂州をつ

たってワンドへ至る移動経路を整備することで身近に河川の自然観察を行うことができる

空間として利用促進を図る。また砂州においても環境学習を積極的に行う。 

・当該地区の下流ワンドに生息する希少な生物のなかには、外来種や、交雑種の放流、密漁

など、河川の利用者に由来する行動のために生息の危機に瀕している種も少なくない。現

在開催している木曽川ミズベの勇者たちを発展させ、子どもだけでなく大人も含む全年代

へ対して木曽川の生態系に関する環境教育を行うこととする。 
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＜様式３＞  

ソフト施策の個別施策計画書 

１．河川名 

① 木曽川水系木曽川 

２．施設の実施範囲 

  ① 木曽川 冨田山公園付近（木曽川左岸 31.6k～32.4k） 

３．施設概要 
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◆水に関する文化をはぐくむ活動推進

 かわまち地区には大規模なワンドがあり、イタセンパラをはじめとしたワンド環境

に適した希少種が多数生息している。しかし樹林化が進みワンドへのアクセスが難し

く、ワンド環境保全のために重要な環境学習の実施は難しい状況にある。親水空間を

整備し、砂州沿いにアクセスできるようにし、体験型の環境学習の充実を図る。また

木曽川の親水空間と川面の景色は、冨田山とかわまちの主要コンテンツであり、ハー

ド整備と連携しながら親水体験、景色を楽しむ体験の提供を促進する。 

 また西中野渡船など舟運文化を未来につなげるため、舟でかわまち地区と西中野渡

船や起を回遊し、楽しみながら学ぶ機会を継承する。 
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◆水辺の公共空間を活用したイベント促進

 様々な活動を行うことができる開かれた水辺空間で、日常的に楽しめる規模のイベ

ントを多様な主体とともに実施することで、地域のブランド構築をはかる。そのため

に多様な人々や組織・地域の企業・団体が、水辺で活動しやすくなるよう都市・地域

再生等利用区域の指定をはじめとした仕組みや手続きを整えるとともに、イベント時

の交通対策を交通事業者の協力も得て実施する。 

 また、周辺のまちとのつながりを発展させるため、サイン・マップ・スタンプラリ

ーなどまちや関連地区との回遊性向上をはかる取組を継続して実施する。 
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◆補足 かわとまちをつなぐ施策のまとめ

ソフト施策、ハード施策のなかで、かわとまちをつなぐための施策及び関連計画の

位置図を下図に示す。 

（参考）位置図 
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＜様式４＞ 

ハード施策の個別整備計画書 

１．河川名 

  ① 木曽川水系木曽川 

２．整備範囲 

  ① 木曽川 冨田山公園付近（木曽川左岸 31.8k～32.4k） 

（全体位置図） 

３．整備内容 

①  木曽川 冨田山公園付近（木曽川左岸 31.8k～32.4k）： 

ハード施策は以下の施策を実施する。 

 親水護岸（国）、裏腹付け盛土（市）、芝生広場（市）、ドッグラン（市） 他 
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◆水辺の景観を楽しめる施設の整備 ①腹付け盛土

〇現状 

・市民からの河川区域の利用としてカフェ・ランチのニーズが最も高い。しかし流下能力の阻害

をしないようにする必要があるため建物等は整備できない。 

〇整備内容 

・川、伊吹山、夕焼けの見晴らしがよい堤防の新公園側に腹付け盛土を設置し、堤防上にトレー

ラーハウス型のカフェを設置する。 

・裏腹付け盛り土の公園側は公園一体的に整備する。 

〇効果 

・木曽川の美しい景色を、寒暖や天気の影響を受けずに楽しむことができ、市民の日常の憩いや

交流の場を増やし、河川区域や公園施設への滞在時間も増やすことができる。カフェはまだ公

園に来たことがない市民、中でも女性や若者のニーズが高く、現在訪問が少ない新たな層への

訴求効果がある。 

・公園と川との回遊性が高まり、公園に訪れた人が楽しむ選択肢が増える。 

・副次的効果として堤体の強化につながる。 

◆水辺の景観を楽しめる施設の整備 ②日常使いを促進する施設

〇現状  

・日常づかいを促進する設備が不十分で、水辺で交流しあう仕掛けに欠けている。しかし犬を散

歩させる人は多く、公園区域でのドッグイベントも集客している。 

・現在は水辺により近い場所でくつろぐ設備や仕掛けがない。しかし流下能力の阻害をしないよ

うにする必要があるため建物等は整備できない。 

・138 タワーパークからサリオパークまでのサイクリングロード（20km 程度）の間に休憩地点が

ないため、冨田山公園は木曽川周回のための拠点となりうる。しかし木曽川沿川の回遊のため

の休憩施設の整備、情報の掲示などがされていない。 

〇整備 

・対象区間の高水敷のドッグラン（1,500m2程度）を整備する。  

・水辺の遊歩道を整備するとともに、公園からの主導線の水際到達点にウッドデッキを配置しデ

ィキャンプ等に利用する。 

・サイクルスタンド等の利用促進のための整備、案内板や道しるべ、フォトスポットとなるモニ

ュメントを整備する。 

〇効果 

・ドッグランは、飼い主のネットワークによる集客と交流を促進し宣伝効果が期待できるととも

に、冬季など利用者が少ない時期の集客に貢献する。 

・公園から高水敷、水辺をつなぐ動線の先にウッドデッキを配置することで、水辺に人を呼びや

すくするとともに、公園・高水敷双方の利用を促進する。ディキャンプの利用により滞在時間

の増加や交流の場としての活用も期待できる。 

・サイクリングの拠点機能を充実させることで、木曽川サイクリングロードが利用しやすくなり、

木曽川中流域かわまちづくりとの相乗効果が発揮される。 
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◆親水空間の整備

〇現状 

・かわまち地区には大規模なワンドがあり、イタセンパラをはじめとしたワンド環境に適した希

少種が多数生息している。しかし樹林化が進みワンドへのアクセスが難しく、ワンド環境保全

のために重要な環境学習の実施は難しい状況にある。 

・木曽川の親水空間と川面の景色は、冨田山とかわまちの主要コンテンツであり、利用者のニー

ズも高いが、低水護岸が未整備で近づくことはできない。親水空間が整備されておらず水辺に

近づけないことは公園の利用者アンケートでも課題であるとされている。 

・SUP などの水面利用について社会実験で検証した際は、やぶを伐採してから整地し、さらに仮

設斜路を設置して実施した。水面利用のニーズは高いものの、現在は常時はできない状況にあ

る。 

・冨田山公園や駐車場から高水敷へ安全に移動できる階段は 1つのみで、河川空間と公園施設を

有効に活用するには導線が必要である。 

〇整備 

・水際の砂州におりる階段形状の親水護岸を整備したうえで、高水敷を周回する遊歩道を整備し、

木曽川を楽しむ親水空間を整備し、体験型の環境学習の充実を図る。 

・新たに整備する公園と河川をつなぐ堤防に裏腹付け盛り土し堤防上の空間をつくるとともに、

堤内地側にのみ階段がある場所に堤外地側の階段を整備する。 

〇効果 

・親水護岸から砂州に降りることができるようになり、環境学習、親水空間の利用を日常的に行

うことができる。また川沿いの遊歩道から川表の美しい景色を日常的に楽しめるようになる。

・公園施設の利用者のある水辺利用のニーズにもこたえ、公園側の付加価値や集客、経済効果を

高めることができる。川を近くで楽しめる場所は少なく写真にも映え、拡散することができる。

・親水護岸の下の砂州は、西中野渡船を結んだ舟運学習の際の乗降に利活用もできる。 



23 



24 

ソフト・ハード施策の対応及び必要性・効果の一覧表 

・平面図 
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・整備のイメージ（パース絵） 
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４．整備の実現方策 

・関連事業の整備計画 

・かわまちづくり対象地区に隣接する冨田山公園は面積 9.4ha（東京ドーム 2個分）を有する市

管理の堤内地の公園で、体育館、パターゴルフ、グラウンドゴルフ、パークゴルフ、テニスコ

ート、野球場などのスポーツ施設が充実し、地域住民のスポーツ・レクリエーション等の交流

の場となっており、2023 年の年間利用者は 9.8 万人（公園区域）である。 

・2018 年から河川を活かした賑わい創出を目的に冨田山公園再整備事業が実施されている。2022

年には老朽化に伴い解体した尾西グリーンプラザ跡地に民間の指定管理者によるグランピン

グ施設がオープン、市内の 20代を中心に集客している。また 2023 年にはあらゆる世代が楽し

める都市型スポーツサイトとしてスケートパークが河川敷にオープンした。 

・さらに、尾西プール跡地では施設解体と、かわまちづくりと一体となった新公園整備及び民間

企業の公募が 2025 年から予定されている。この公園は親子づれを主な対象とし年間 8 万人以

上の利用を想定した大型複合遊具、大屋根をもつ公園施設の整備が予定されている。公園には

140 台の大型駐車場があり、かわまち区域の利用者の駐車も想定している。 

・プール管理棟については、指定管理者制度の活用を念頭に、民間企業の公募手続きが進捗して

おり、2025 年 2 月にサウンディングが完了、2025 年に公募が予定されている。現時点ではか

わまちと関連の深い飲食、健康・スポーツ促進施設等が検討されている。また、サウンディン

グにおいて、複数の企業からは指定管理者制度にとどまらず、より幅広い区域の維持管理が提

案されている。 

・冨田山公園南端では、新濃尾大橋が 2025 年 5 月に開通し、その周辺でアスレチック公園の再

整備も計画されている。 

・一宮西部地区かわまちづくりは、この冨田山公園再整備事業との一体的な整備により親水性を

活かした魅力的な野外レクリエーション空間の創出をはかることができる。 
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新公園及び官民連携施設 配置図 

  新公園の芝生広場イメージ        新公園の大型複合遊具イメージ 

・整備工程 
種別 事業者 事業内容 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 

協議会 - 
かわまちづくり計画の

具体化・進捗管理 

利活用促進 
一宮市 

他 

社会実験の実施等によ

る利活用の促進 

都市・地域再生等利用区

域指定 

冨田山公園 

付近 

一宮市 

芝生広場整備、遊歩道整

備、階段拡幅、案内板の

設置、トイレ改修他 

国土 

交通省 
親水護岸 

- 整備後のモニタリング 

●かわまち申請（申請書提出）

●かわまち登録（承認）

利活用・整備イメージの共有、社会実験企画 

●都市・地域再生等利用区域承認 

整備 

整備 
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５．多自然川づくりに関する事項 

・護岸については、水理特性、護岸の洗堀や堤防の安全性、高水敷の利用、希少なワンドからの

距離などを十分踏まえた上で、必要最小限の設置区間とし、生物の生息・生育・繁殖環境と多

様な河川景観の保全・創出を図る適切な工法とする。 

６．その他特筆すべき事項 

◆社会実験 

・かわまちづくりの検討にあたり、集客や収益の実現性、コンテンツ、施設整備の内容を検討す

るために平成 30 年から地元企業や協議会委員とともに社会実験やイベントでの利用調査等を

行った。また市民 WEB アンケート調査を行い、訪問経験のあるなしに分けて、ターゲット層を

想定し、ソフト、ハード施策を検討した。以下検証結果等を示す。 
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◆ミズベリング 138 
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◆市民 WEB アンケートからみるターゲット層 
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＜様式５＞ 

維持管理計画書 

１．継続的な有効利用に関する計画 

・水辺空間の日常づかいと交流の促進 

河川区域で日常の利用、立ち寄りにつながる交流を促進する日常づかいのコンテンツ（カフ 

ェ、ドッグラン、ラン・ウォーキング、サイクリング等）を発展及び新規整備し、冨田山公園と

連動して利用を図ることで、日常的な利用者を増加させる。 

・水に関する文化を育む活動推進 

親水空間と公園からの遊歩道を整備し、公園内の施設と連動した環境学習や親水体験を提供する

ことで、公園利用者の河川区域の利用も促進する。 

・水辺の公共空間を活用したイベント促進 

尾西商工会が開催しているびさい夏まつりを継承、発展させるとともに、都市・地域再生等利用

区域の指定により、ライブイベント等あらたなソフト事業を開催し、地域のにぎわい増進に寄与

する。 

２．維持管理計画 

・施設の維持管理については、施設管理者が行う 

   ：国土交通省（親水護岸） 

    一宮市（高水敷の芝生公園、遊歩道、堤防側の階段 他） 

・将来的には冨田山公園とも連動した指定管理者制度の導入を想定している。 

・日常的な施設管理、清掃等については、施設利用者や市により実施するものとする。 

・現在はかわまちづくり協議会委員を中心に 2か月に 1回自主的に清掃活動が現在行われている。 

FUNFANの会やKISOGAWA FAN CLUBなどでも川を楽しむ活動のイベントの一つとして発展的に実

施する。 

サイクリング利用者を中心とした定期的な清掃活動 


